
旭ヶ丘キリストの教会
主 の 復 活 日 礼 拝 順 序

２ ０ ２ ６ 年 ４ 月 ５ 日
司 会 ： 千 田 俊 昭
奏 楽 ： 千 田 祥 子

黙 祷 一 同

讃 美 ※ 讃 美 歌 1 5 1 「 よ ろ ず の 民 」 一 同

主 の 祈 り ※ （ 聖 歌 表 扉 ま た は 讃 美 歌 564番 を ご 覧 く だ さ い ）

教 会 学 校 紙 芝 居 「 か ら っ ぽ の 墓 」 牧 師

讃 美 讃 美 歌 4 9 6 「 麗 し の 白 百 合 」 一 同

聖 書 朗 読 イザヤ53:1-5(口語p.1021)

奨 励 イザヤ書の福音(第19回) 牧 師

主 題 「甦りの命に生きる」

讃 美 讃美歌148「救いの主はハレルヤ」 一 同

献 金 献 金 と 感 謝 の 祈 り

聖 餐

頌 栄 ※ 讃 美 歌 5 4 5 「 父 の 御 神 に 」 一 同

祝 祷 ※ 牧 師

来 週 の 箇 所 使 徒 行 伝 第 23 章
※ 印 の と こ ろ で は 御 起 立 下 さ い 。

☆ は じ め て 集 会 に お い で の 皆 様 。 心 か ら 喜 び 、 感 謝 し て お 迎 え 申 し あ げ ま す 。
し か し 、 初 め て の 方 に 無 理 な 勧 誘 を す る よ う な こ と は 、 一 切 い た し ま せ ん 。
む し ろ 、 そ っ と し て お き た い と 思 う わ け で す 。 そ の 態 度 を 冷 淡 や 不 親 切 と
誤 解 な さ ら な い で 下 さ い 。

☆ 私 た ち は 何 派 に も 属 さ な い ク リ ス チ ャ ン 個 人 の 自 由 な 交 わ り の 教 会 で す 。
聖 書 を 学 び 、 キ リ ス ト に 信 頼 し 、 キ リ ス ト が 与 え て く だ さ る 神 の 義 を 何 よ り
大 事 に し 、 信 じ る 者 同 志 が 兄 弟 姉 妹 と し て 受 け 入 れ 合 う 群 れ で す 。

☆ 献 金 は 神 へ の 感 謝 と し て 、 各 自 が 自 由 意 志 で 行 う も の で す （ ２ ｺﾘﾝﾄ9:7）。
入 り 口 に 献 金 箱 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

☆ キ リ ス ト 教 に つ い て 、 あ る い は ど ん な 質 問 で も 、 い つ で も 遠 慮 な く 牧 師 に
ご 相 談 下 さ い 。

☆ 第 二 礼拝後、軽食を用意してありますので、お時間のある方はどなたでも、
ご 自 由 に お 召 し 上 が り 下 さ い 。

☆ 二 階 に 教 会 図 書 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

旭 ヶ 丘 キ リ ス ト の 教 会 ニ ュ ー ス

《 今 週 の 歩 み 》
４ /５ (日 )イースター礼拝

/６ (月 )13: 30説教塾(東一番丁)
/７ (火 )
/８ (水 )
/９ (木 )10:00祈 り 会
/10(金 )
/11(土 )13-16子供ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ

《 祈 り の 課 題 》
① 家 族 の 救 い の た め に
② 礼 拝 に 来 れ な か っ た 人 々 の た め に
③ 教 会 学 校 の 子 供 た ち が 救 わ れ ま す よ う に 《 ｺﾞｰﾄﾞﾝ卿のｶﾙﾊﾞﾘの墓》

良 書 ハ イ ラ イ ト 「復活を事実として裏付ける４つの核心的状況」
( 「 幸 い な 人 」 202 6年 4月 号 特 集 )よ り

科学は復活を 「証明」できるのか？
自 然法 則を 研 究 す る 「科学」は基本的に 「再現可能性」を土台としていま す 。

実 験 室 で 同 じ 条 件 を 整 え 、 結 果 を 再 確 認 す る 必 要 が あ る か ら で す 。 し か し 、
復 活 は 歴 史 上 、 た だ 一 度 起 き た 「 超 自 然 的 な 事 件 」 で あ り 、 自 然 法 則 の み を
扱う科学 の範疇を超 えています 。

し た が っ て 、 復 活 を 科 学 的 に 考 察 す る 際 に は 「 歴 史 的 推 論 」 や 「 法 医 学 的
ロジ ッ ク 」 を 用 いるこ と に な り ます 。 歴 史 的 デ ー タの 信 頼 性 （文 献 学 的科 学 ） に
基づ き 、 聖書を は じめ と す る当 時 の記 録 が ど れ ほ ど正 確で あ る かを 分 析 す る
の で す 。 こ れ は 事 件 後 に 残 さ れ た 状 況 証 拠 か ら 犯 人 を 割 り 出 す 捜 査 過 程 に
似ています 。

１ ． 空の 墓とローマ兵の 警備 （考古 学的 ・法医 学的 証拠 ）
イ エ スの 墓 は 巨 大 な 石 で 塞が れ 、 ロ ー マ の精 鋭 部 隊が 守 っ てい ま し た (マ タ

イ 27 : 65 , 6 6 ) 。 遺 体 が 消 えた こ とは 、 ユ ダ ヤ 当 局 も認 めて い ま す 。弟 子 た ちが 盗
んだと す れば ローマ軍を突破しなければならず、当局が隠したなら遺体を公開し
てキリスト教の拡散を阻止 したはずです 。 しか し 遺体は発見されませ んでした 。

２ ．目撃者の 存在と証 言の一 貫性 （法医 学的証 拠 ）
聖 書と 歴 史 記 録 に よ れ ば 、 復 活 し た イ エス を 目 撃 し た の は 500人 (Ⅰ コ リ ン ト

1 5 : 3 -8 )女 性 や 子 供 を 合 わ せ れ ば 約 15 ,0 0 0人 を 超 え る 集 団 で し た 。 幻 覚 は 個
人的な 脳の経験で あ り 、法 医学 的に 「集団幻覚 」は不可能 に近いとされます 。

３ ．弟子たちの急 激な変 化 （心理学 的。状 況的科 学 ）
師 の 処 刑 に 怯 え て 逃 げ た 弟 子 た ち が 、 突 如 「 復 活 」 を 叫 び

始め ま し た 。 人 間 は 自 ら 作 り あ げ た 嘘 （ 詐 欺 ） の た め
に 喜 ん で 殉教することはありません 。彼らの心理的変
容は歴 史的な実体験 なしには起こ りえない不可逆的
な変化です。

４ ．迫害者 の回心 （歴 史的証 拠 ）
迫 害者 であ っ た パ ウ ロ や 、 イ エス を 信 じ て い なか っ

た 弟 ヤ コ ブ の よ う な 懐 疑 論 者 達 が (ヨ ハ ネ 7 : 5 ) 、 復 活
し た イ エ ス に 出 会 っ て 人 生 を 完 全 に 変 え ら れ ま し た
(ヤ コ ブ 1 : 1 、 ユ ダ 1 : 1 ) 。 彼 ら の 劇 的 な 変 化 は 、 強 力 な
外的事件（復活）があったことを示 唆しています。 《 ｺﾞ ｰﾄ ﾞﾝ･ ｶﾙﾊ ﾞﾘの 墓 内 部 》


